




Reassessment of Elementary School Open Spaces: How Four Schools in Uruma City,  
Okinawa Prefecture, Have Been Using Them
Nobuyuki KIMURA, Sakurako NAKANO and Ai NINOMIYA
　　More than 45 years have passed since elementary schools with open spaces started to be built in Japan. 
This paper researches how the spaces designed in those early days have been used and assesses whether 
they are still effectively used. The points are: whether they have been adapted flexibly to new educational 
requirements or needs; whether the furniture in the spaces has been appropriately installed; how the 
furniture has been used during intervals and after-class; and how the spaces have been used for school 
events and during class hours. The four targeted schools, built in the 1980s, are located in Gushikawa 
District （formerly Gushikawa City）, Uruma City, Okinawa Prefecture, where various types of schools 
with open spaces built in the early days of this movement survive and some of which the author has been 
following since they were built.
　　The results show that the open spaces have been used effectively and in accordance with their intended 
purpose, and that they have changed as demands changed over time. The open spaces have been important 
as children’s free space during intervals and after-school hours, and were useful for events, communication 
with the local community, and PTA activities. Various pieces of furniture were installed, separating the 
spaces so that multi-purpose use by children and teachers was possible, but the small amount of furniture 
suggested that classes with large numbers and those that incorporated team teaching, integrated study 
and continuous learning could not always be held when desired. Enlarged libraries that include open space 
are in active use. Naturally, the shape and the size of the space limited usage by large groups: whole school 
events, activities for multiple grades, or several classes together were difficult. A space designed exclusively 
for children who need special support would be beneficial.
Key words:  open school（オープンスクール）, open space（オープンスペース）, elementary school（小学校）, 
Uruma City, Okinawa Prefecture（沖縄県うるま市）, furniture（家具）
1．20 世紀後半の教育改革の動き
　日本におけるオープンスペースを有する小学校は，加藤

























































































計画を長倉に委ね，昭和 54・55 年の 2 年間で 5 校，さら































































田場 昭和 51 昭和 59（増築） 平成 4
川崎 平成 13




































敷地面積 16,614 m2 24,790 m2 19,097 m2 17,250 m2
延床面積 3,313 m2 7,660 m
2
（校舎： 6,211 m2）

















































具志川小学校 2017 年 9 月 26 日
赤道小学校　 2017 年 9 月 27 日
兼原小学校　 2017 年 9 月 28 日












援学級の増加に対しては，2 階の 5・6 年ゾーンのオープ
ンスペースの一角を区画して特別支援学級（レインボー教























































　兼原小学校は 1 学年 5 クラスの 6 ユニット（うち 1 ユニ
ットは学年 4 クラスで竣工）＋特別支援学級 2 で計画された
学校であった。玄関ホールから一直線に延び，吹抜で上下
階を繋ぐ軸線を設け，これを挟んで 1 階に 1〜3 年，2 階に







　現在は 23 学級＋特別支援学級 5 の計 28 学級で，特別支






















規模は 15 学級であったが，最大 21 学級までは対応できる
ようになっていた。特別支援学級は，2・3 階中央の特別









　現在，普通教室 6 室の余裕教室は，2 室を特別支援教室
（1 室は言語教室），1 室をコンピュータ室に転用し，物置ス
ペースに 2 室，児童会室に 1 室を使用している。その他で
は，2 つある音楽室のうち 1 室を英語活動教室，放送室ス
タジオを教育相談室に使っている。また，2 階の図書室は
廊下の方までスペースが拡張された。
　なお，学年の配置は，1 階に 1・2 年が配置され，2 階は



































































































































































































































図 17　1 階 1 年 3・4 組教室前（SpaceG）の家具レイアウト 写真 23　SpaceG の全体写真









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































校の Space A・B，赤道小学校の Space F，兼原小学校の
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■平置き　　■スタック
































































































写真 40　具志川小学校 1階 1・2年生教室前（SpaceA）
写真 42　あげな小学校 2階 3年生教室前（SpaceS）
写真 41　赤道小学校 1階 1年 1・2組教室前（SpaceF）
写真 43　あげな小学校 2階 5年生教室前（SpaceT）











写真 45　具志川小学校 1階 3・4年生教室前（SpaceB）
写真 46　あげな小学校 3階 4年生教室前（SpaceV）
写真 49　兼原小学校 2階 4年生教室前（SpaceN）
写真 48　具志川小学校 2階 5・6年生教室前（SpaceC）
写真 47　具志川小学校 1階 1・2年生教室前（SpaceA）




























でみられた行為を観察し，種類を表 4 の 8 つに分類した。
各行為を行う集団の人数及びそれぞれの行為が行われた具
写真 51　具志川小学校 2階 5・6年生教室前（SpaceC）
写真 52　兼原小学校 2階 4年生教室前（SpaceN）
写真 53　兼原小学校 1階 2年生教室前（SpaceH）
















りである。中休みと昼休みについては，開始 5 分〜10 分
































具志川小学校 赤道小学校 兼原小学校 あげな小学校
中休み 10:25〜10:40 10:25〜10:40 10:25〜10:40 10:10〜10:25
昼休み 13:30〜13:40 13:25〜13:45 13:30〜13:50 13:10〜13:50
放課後 14:30〜15:40 15:00〜15:30 14:50〜15:20 14:55〜15:15
表 6　オープンスペース利用者数・集団数
具志川小学校 赤道小学校 兼原小学校 あげな小学校 計
利用者数（人）
中休み 36 100 169 168 473
昼休み 48 105 185 166 504
放課後 26 29 62 6 123
計 110 234 416 340 1100
利用比率 15.6％ 17.3％ 24.8％ 38.4％
集団数（個）
中休み 12 40 43 42 137
昼休み 12 27 56 52 147
放課後 4 13 25 3 45











学習 作業 鑑賞 飲食 遊び 運動
─ 25 ─
（4）集団の人数


























1 人 5 人
集団数（個）





為の，集団の人数の分布を図 44 に示した。会話は 2 人組
が最も多く，37.2％を占めた。次いで，3 人組，4 人組の
集団でも多くみられた。滞留は半数近くが 1 人で行ってい
たが，2 人組での滞留も 3 割ほど確認できた。学習は 2 人
組が全体の 3 分の 1 以上を占めた。次いで，1 人，3 人で
の割合が多く，6 人の集団も目についた。作業は 1 人で行
う児童が全体の 3 分の 1 ほどで，次いで 2 人組や 4 人組と
いった偶数の集団も多くみられた。鑑賞は 2 人組，もしく
は 3 人組が全体の 3 割と多く，1 人で行う児童の割合も大
きかった。飲食は 2 人組が全体の 4 割以上を占め，3 人組
では 10％を切っている。4 人組と 1 人での飲食は，2 人組
に次いで多く，全体的には偶数人数で行われることが多か
った。遊びは 2 人組，3 人組が多くみられ，1 人で行って


























具志川小学校 赤道小学校 兼原小学校 あげな小学校


















27.4 23.0 16.8 8.0 7.1 3.5 7.1
0.9
41.7 8.3 16.7 8.3 8.3
29.4 29.4 11.8 5.9
27.8 11.1 16.7 5.6
2.8 2.8
34.5 17.2 3.4 3.4 13.8 3.4 3.4
32.0 8.0 8.0 8.0
26.6 19.1 8.5 2.1 2.1 2.1
1.1
70％ 80％ 90％ 100％
行為




































































































































































































具志川小学校 赤道小学校 兼原小学校 あげな小学校
授業で使われているか




・卓球クラブ ・ものづくり ・体育祭の練習 ・学年集会








地域の方々との交流 ・ある ・ある ・ある ・ある
図書室





























































































































































4　 図 1〜41 は中野桜子，表 4〜8，図 42〜48 は二ノ宮藍が担当し
た。
（きむら　のぶゆき　　環境デザイン学科）　　　　　　　　
（なかの　さくらこ　　平成 29 年度環境デザイン学科卒業生）
（にのみや　あい　　平成 29 年度環境デザイン学科卒業生）　
